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ステップ１ 

１ 図１のように、円が直線の上をころがるとき、円の中心が動いたあとは

直線になります。 

 

 

 

 

 

   では、図２のようなおうぎ形が直線の上をころがるとき、おうぎ形の中

心が動いたあとは、ア〜ウのどれになりますか。図１を参考にして考え

なさい。 

 

 
【図２】 ア

イ ウ

【図１】
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ステップ２ 作図する 

２ 図のように、半径６㎝、中心角 30 度のおうぎ形が、 直線Ｌの上を、ア

の位置からエの位置まですべることなくころがりました。このとき、お

うぎ形の中心が通った長さを求めようと思います。円周率をπ
ぱい

として、

（  ）にあてはまる数を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア エ

イ ウ

Ｌ
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 ⑴ まず、おうぎ形は、半径ＯＰが直線Ｌと垂直になるまで、頂点Ｐを中心

にして回転します。 

   ① このとき、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを、コンパスを使って正

確に作図しなさい。 

   ② ①の長さは、 

       （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。 
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 ⑵ 次に、おうぎ形は、半径ＯＱが直線Ｌと垂直になるまで、弧ＰＱ（赤線

部分）の部分を使ってころがります。 

   ① このとき、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを、定規を使って正確に

作図しなさい。１を参考にしなさい。 

   ② ①の長さは、 

       （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。おうぎ形のどこかの部分と同じ長さになります。 
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 ⑶ 最後に、おうぎ形は、半径ＯＱが直線Ｌと重なるまで、頂点Ｑを中心に

して回転します。 

   ① このとき、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを、コンパスを使って正

確に作図しなさい。 

   ② ①の長さは、 

      （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ ⑴〜⑶より、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとの長さは、 

      （⑴   ）×π＋（⑵   ）×π＋（⑶   ）×π 

     ＝（   ）×π 

     ＝（     ）㎝ 

   となります。ただし、π＝3.14 とします。 
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３ 図のように、半径４㎝、中心角 45 度のおうぎ形が、 直線Ｌの上を、ア

の位置からエの位置まですべることなくころがりました。このとき、お

うぎ形の中心Ｏが通った長さを求めようと思います。円周率をπ
ぱい

として、

（  ）にあてはまる数を求めなさい。 
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 ⑴ まず、おうぎ形は、半径ＯＰが直線Ｌと垂直になるまで、頂点Ｐを中心

にして回転します。 

   ① おうぎ形の半径ＯＰが直線Ｌと垂直になったときの図を、定規と

コンパスと分度器を使って正確に作図しなさい。 

   ② おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを正確に作図しなさい。 

   ③ ②の長さは、 

       （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。 
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 ⑵ 次に、おうぎ形は、半径ＯＱが直線Ｌと垂直になるまで、弧ＰＱの部分

を使ってころがります。 

   ① おうぎ形の半径ＯＱが直線Ｌと垂直になったときの図を、定規と

コンパスと分度器を使って正確に作図しなさい。 

   ② このとき、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを、正確に作図しなさ

い。 

   ③ ②の長さは、 

       （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。おうぎ形のどこかの部分と同じ長さになります。 
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 ⑶ 最後に、おうぎ形は、半径ＯＱが直線Ｌと重なるまで、頂点Ｑを中心に

して回転します。 

   ① おうぎ形の半径ＯＱが直線Ｌと重なったときの図を、定規とコン

パスと分度器を使って正確に作図しなさい。 

   ② このとき、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとを、正確に作図しなさ

い。 

   ③ ①の長さは、 

      （   ）×π×（   ）＝（   ）×π ㎝ 

     となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ ⑴〜⑶より、おうぎ形の中心Ｏが動いたあとの長さは、 

      （⑴   ）×π＋（⑵   ）×π＋（⑶   ）×π 

     ＝（   ）×π 

     ＝（     ）㎝ 

   となります。ただし、π＝3.14 とします。 
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ステップ３ 練習問題 

４ 図のように、直線Ｌ上に半径６㎝、中心角 60 度のおうぎ形ＯＡＢがあ

ります。おうぎ形ＯＡＢを、図の位置からＯＡが直線Ｌ上にくるまで

すべらないようにころがすとき、次の問いに答えなさい。ただし円周

率は 3.14 とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 中心Ｏが通ったあとの長さを求めなさい。 

 

 

 ⑵ 中心Оが通ったあとと、直線Ｌによってかこまれた部分の面積を求め

なさい。 
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５ 図のように、直線Ｌ上に半径６㎝、中心角 90 度のおうぎ形ＯＡＢがあ

ります。おうぎ形ＯＡＢを、図の位置からＯＡが直線Ｌ上にくるまで

すべらないようにころがすとき、次の問いに答えなさい。ただし円周

率は 3.14 とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 中心Ｏが通ったあとの長さを求めなさい。 

 

 

 ⑵ 中心Оが通ったあとと、直線Ｌによってかこまれた部分の面積を求め

なさい。 
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６ 図のように、直線Ｌ上に半径６㎝、中心角 180 度の半円があります。

この半円を、図の位置から直径が直線Ｌ上にくるまですべらないよう

にころがすとき、次の問いに答えなさい。ただし円周率は 3.14 としま

す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ⑴ 中心Ｏが通ったあとの長さを求めなさい。 

 

 

 ⑵ 中心Оが通ったあとと、直線Ｌによってかこまれた部分の面積を求め

なさい。 

Ｏ
Ｌ
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７☆
 図のように、直線Ｌ上に半径６㎝、中心角 120 度のおうぎ形ＯＡＢ

があります。おうぎ形ＯＡＢを、図の位置からＯＡが直線Ｌ上にくる

まですべらないようにころがすとき、次の問いに答えなさい。ただし

円周率は 3.14 とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 中心Ｏが通ったあとの長さを求めなさい。 

 

 

 ⑵ 中心Оが通ったあとと、直線Ｌによってかこまれた部分の面積を求め

なさい。 
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■ 解答 ■ 

１ ア 

２ ⑴ ① 

 

 

 

 

    ② 12、
1
4、３ 

 

  ⑵ ①  

 

 

 

 

    ② 12、
1
12、１  

 

  ⑶ ① 

 

 

 

 

    ② 12、
1
4、３ 

 

  ⑷ ３、１、３、 

    ７、 

    21.98 

３ ⑴ ①② 

 

 

 

 

    ③ ８、
1
4、２ 

 

  ⑵ ①② 

 

 

 

 

    ③ ８、
1
8、１  

 

  ⑶ ①② 

 

 

 

 

    ③ ８、
1
4、２ 

 

  ⑷ ２、１、２、 

    ５、 

    15.7 

 

４ ⑴ 25.12 ㎝ ⑵ 94.2 ㎠ 

５ ⑴ 28.26 ㎝ ⑵ 113.04 ㎠ 

６ ⑴ 37.68 ㎝ ⑵ 284.65 

７ ⑴ 31.4 ㎝ ⑵ 152.68 ㎠ 
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■ 解説 ■ 

４ ⑴ 12×π×
1
4＝３×π 

    12×π×
1
6＝２×π 

    よって、 

    ３×π＋２×π＋３×π 

    ＝８×π 

    ＝25.12(㎝) 

 

  ⑵ おうぎ形２個＋長方形。 

    ６×６×π×
1
4×２ 

       ＋２×π×６ 

    ＝30×π 

    ＝94.2(㎠) 

 

 

 

 

５ ⑴ 12×π×
1
4＝３×π 

    12×π×
1
4＝３×π 

    よって、 

    ３×π＋３×π＋３×π 

    ＝９×π 

    ＝28.26(㎝) 

 

  ⑵ ６×６×π×
1
4×２ 

       ＋３×π×６ 

    ＝36×π＝113.04(㎠) 

 

 

 

 

 

３×π

２×π

３×π

60°

６㎝
２×π

６㎝

３×π ３×π ３×π

３×π

２×π

６㎝

６㎝

６㎝

３×π

６㎝
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６ ⑴ 12×π×
1
4＝３×π 

    12×π×
1
2＝６×π 

    よって、 

    ３×π＋６×π＋３×π 

    ＝12×π 

    ＝37.68(㎝) 

 

  ⑵ ６×６×π×
1
4×２ 

      ＋６×π×６ 

    ＝54×π 

    ＝284.56(㎠)  

 

 

 

 

 

７ ⑴ 12×π×
1
4＝３×π 

    12×π×
1
3＝４×π 

    よって、 

    ３×π＋４×π＋３×π 

    ＝10×π 

    ＝31.4(㎝) 

 

  ⑵ ６×６×π×
1
4×２ 

      ＋４×π×６ 

    ＝42×π 

    ＝152.68(㎠) 

 

 

 

 

 

３×π

６㎝

120°

４×π

３×π

４×π

６㎝

３×π ６×π ３×π

６×π

６㎝

６×π

６㎝

６㎝

６㎝

４×π


